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 Course title
 (and course
 title in
 English)

中国語IIＡ [文法・文化理解] C207
Intermediate Chinese A [Grammar,
Cross-cultural understanding]

Instructor's
name, job title,
and department
of affiliation

 Graduate School of Human and Environmental Studies
 Professor,MATSUE TAKASHI

 

　Group  Languages 　Field(Classification)   

 Language of
 instruction  Japanese 　Old group  Group C

 Number of
 weekly
 time blocks 

 1

  Eligible students  For all majors  Target year 2nd year students or above

　Number of credits  2

  Year/semesters  2024・First semester 

 Days and
 periods  Thu.3

  Class style Seminar (Foreign language)
 (Face-to-face course)

 

 [Overview and purpose of the course]
　本授業は中国語の文法項目の習得を中心とする授業である。 
　簡明な中国語で書かれた古代中国語に関する対話形式の文章を読解することにより、初級中国語
で学んだ語彙・文法・発音についての基礎知識を確認しつつ、中国語による表現のために不可欠な
文法事項を習得することを目的とする。併せて、古代から現代に至る中国語の歴史的変遷に関する
基礎知識を身につけることも意図している。

 [Course objectives]
　中国語表現のために必要不可欠な文法事項を習得し、受講者自身の意見を簡単な中国語で表現で
きるようになる。また中国語の歴史的変遷に関する基礎的な事項を理解し、中国の言語・文化に対
する理解を深める。

 [Course schedule and contents)]
　教員が作成した中国語の歴史に関する対話形式の文章をテキスト（原則としてピンイン付き）と
して、受講者が毎回決められた範囲について予習を行い、授業中に日本語訳を発表するかたちで授
業を進める（担当箇所の音読も求められる）。教員は、テキストにみえる文法事項（常用語彙項目
も含む）についての詳しい解説を行うと同時に、それらを実際に用いた中国語表現の具体例を紹介
していく。また、授業ではテキストの内容に関する補足説明をも行っていく。 
　テキストの具体的な内容は、「中国語はどの言語と親縁関係にあるのか」、「中国語における時
代差はどのようなものか」についてであり、それぞれを大凡7回の授業で読み終える。なお、フィ
ードバック方法は別途連絡する。

 [Course requirements]
Refer to "Handbook of Liberal Arts and General Education Courses".

 [Evaluation methods and policy]
　原則として期末試験70%、平常点30%で評価する。詳細については授業の最初の時間に説明する。
平常点については、出席状況、日本語訳の正確さ、発言の積極性等を基準とする。期末試験は、主
としてテキストの日本語訳および文法事項（語彙項目を含む）の正確な理解、テキストの内容に関
する知識を問うものとする。
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 [Textbooks]
プリントを配布する（原則としてピンイン付き）
 [References, etc.]
  （References, etc.）
Introduced during class

 [Study outside of class (preparation and review)]
　必ず毎回決められた範囲を予習（日本語訳作成・発音練習）して出席すること。

 [Other information (office hours, etc.)]
　毎回の授業に必ず中日辞典を持ってくること。


